
俳句の種類 表現技法

俳句

・有季定型

・無季俳句

・自由律俳句

①直喩（ちょくゆ）…～のようにといった例えを使った技法
※例　母は鬼のような顔で怒る。

②隠喩（いんゆ）…～のようにを使わない例えを使った技法。
※例　母は鬼だ

③擬人法…人でないものを人に例える
※例　小鳥が歌う

④体言止め…名詞文を終える技法。

⑤倒置法…「主語」「述語」などの語順を入れかえる技法。

⑥対句法…同じ構成で似た内容の「句」を対にする技法。

⑦反復法…同じ言葉や内容を何度も繰り返す技法。

⑧省略法…言葉を省略する技法。

五・七・五の定型で季語がある

にのっている

↓

五・七・五の定型で季語がない

「五・七・五」の定型にこだわらない俳句。

切れ字

歳時記

「や」
「かな」
「けり」


